
数学系

高校教員

高校教員として好きな数学に携わる

公立高校に数学の教員として勤務していま
す。仕事の内容は、授業、クラス担任、部
活動の顧問の３つが中心ですが、教員の仕
事は毎日がチームワークの連続です。私は
現在の学校が2校目ですが、勤務校によっ
て学校の様子が全く違うので、力を入れる
点も異なってきます。教員の主な仕事は最
初にあげた3つですが、どれをとっても生徒
と深く関わることができます。私は生徒たちと
良い人間関係を作ること、学ぶことの楽しさ
を共有することがこの仕事のやりがいだと思
っています。

高校時代の恩師に影響されて、数学を深く
学びたいと思うようになりました。数学を学
び、考えれば考えるほど内容の深さに魅せら
れて、高校生の頃は一生勉強する仕事に就
きたいと思っていました。教員になろうと思っ
たのは大学に入学した後でした。大学でも
恩師と友に恵まれ、充実した毎日を送ること
ができました。高校、大学を通して、親身に
勉強を教えてくださった恩師や、学ぶことの
楽しさを共有した仲間との時間を振り返るた
び、自分も教員になりたいと思うようになりま
した。それと同時にずっと好きな数学に携わ
ることができると思いました。

就職する前は、教員の仕事は生徒に勉強を教えるこ
とだと思っていました。実際は、授業の他にもたくさん
の仕事があり、その1つ1つが生徒との関係を作る上
で欠かすことのできないものだということがよくわかり
ました。高校生の頃に思い描いていた「一生勉強する
仕事」ではないかもしれないけれど、体を動かしたり、
人と関わることが好きな人には向いている職業だと思
います。実際に働くと、働く前にイメージしていた魅力
のほかにも、自分では思いもしなかった楽しさや活躍
の場所が広がっていることがあります。大学で学ぶこ
とを就職への通り道として捉えるのではなく、まずは自
分の好きなこと深く学び、そこで学んだこと、体験した
ことを少しでも生かす道を探してほしいと思います。

＜小田章子（おだあきこ）プロフィール＞
埼玉県立熊谷女子高等学校卒業
津田塾大学学芸学部数学科卒業
埼玉県立大井高等学校（結婚）を経て、
現在、埼玉県立和光国際高等学校勤務（第１子出産）

仕事の内容とやりがい 進路選択のきっかけ

仕事と家庭のバランス 進路選択に対してのメッセージ

小田章子 （埼玉県公立高校教諭）

数学

現在、1歳７カ月になる息子の育児に奮闘中です。保
育園探しに苦労しましたが、とても親切なところに預
けることができて、今は安心して働ける状況にありま
す。育児休暇から復帰すると、社会の中に自分の居
場所があることを改めて嬉しく感じました。公立学校
の教員には育児短時間勤務など子育て中の人も働
きやすい環境が整っています。育児は思った以上に
大変でしたが、子供の成長は今まで感じたことのない
感動を味わうことができて、とてもやりがいがあります。
仕事と育児のどちらか一方のために他方を犠牲にする
のではなく、周囲の理解と協力に支えられながら両立
できていることをとても嬉しく思い、感謝しています。

数学系

大学教員

懸命に取り組んで知った数学の魅力、チャンスを生かし研究職に

四角い氷はどうして溶けると丸くなるのか、外来生
物はどのように生息域を広げるかなど、身の回り
には数式を使って記述できる問題がたくさんありま
す。こうした数理モデルの数学的解析が私の研究
テーマです。筋肉の収縮や神経内の物質輸送に
は分子モーターとよばれるタンパク質が関わってい
ますが、最近は特に、この生物分子モーターモデ
ルの研究に取り組んでいます。数学は抽象的な概
念も多く、論理の厳密性も要求されますが、証明
できたときは爽快ですし、国内外の研究者との交
流では大いに刺激を受けます。大学では、講義と
セミナーを担当しており、学生の成長していく姿を
見るのが何よりのやりがいです。年に1、2回、セ
ミナーの教え子達がOBOG会を開き、1期生から
現役生まで集まり賑やかに情報交換しています。

中学・高校の数学教員だった母の影響もあり、同
じ道に進もうと数学科を選択しました。大学3年生
のとき、レポート問題を1ヶ月間考え続けたことが
あります。証明の長い問題も取り組むうちに、１桁
の足し算を暗算する感覚で筋道立て考えることが
できるようになった初めての経験でした。数学の面
白さに惹かれ、大学院修士課程に進学しました。
ところが、進学早々畑違いと感じ、大学院修了に
必要な修士論文を早く書き上げてしまおうと勉強
に集中しました。論文作成を通し、断片的な証明
がパズルのようにつながり1つの定理を証明する
ことができ、達成感を味わいました。偶然、この分
野で最先端の研究をされている東大の俣野博先
生がお茶大で講義を持たれており、アドバイスを
頂いたのがこの世界に入るきっかけとなりました。

目標に向かって、1度は全力で挑戦して欲しいと
思います。受験勉強や大学での勉強が大変とい
う目先の理由ではなく、大学卒業後、30歳や60
歳など、未来の自分を想像して進路を考えて欲し
いと思います。
「誰にでも人生に何度かチャンスはめぐってくるも
ので、チャンスを生かせるよう実力をつけておくこ
とが大切。」これは、研究や進路に悩んでいたとき
にお茶大時代の指導教官の澤島郁子先生から頂
いた言葉です。

＜中村（荻原）俊子（なかむら（おぎわら）としこ）プロフィール＞
北海道札幌北高校 → 東京都立日比谷高校（父の転勤のため転校）→ お茶の水女子大学理
学部数学科 （推薦入試で合格）→ お茶の水女子大学大学院理学研究科数学専攻（修士課
程）→ 東京大学大学院数理科学研究科（博士課程）＜日本学術振興会特別研究員（DC2）＞
＜博士号（数理科学）取得＞ → 東京大学大学院数理科学研究科研究生 ＜結婚＞ → 北海道
大学電子科学研究所（工学部講師（VBL研究員））→ 城西大学理学部数学科講師＜出産＞ 
→ 現職

仕事の内容とやりがい 進路決定のきっかけ

仕事と家庭のバランス 進路選択に対してのメッセージ

中村（荻原）俊子 （城西大学理学部数学科　准教授）

数学

仕事も家庭も中途半端というのが本音で、何を
伝えればよいか悩みましたが、裏返せばどちらもや
りたいことが一杯あります。数学の研究は時間や
場所を選ばないので、家庭との両立には好都合
です。小学生の息子がいますが、夜息子が寝た
後や息子を学校に送り出した後など、自分のペー
スに合わせて仕事に取り組めます。忙しい時や行
き詰まっている時に息子の笑顔を見ると癒されま
す。私は子供の頃、母にいつでも数学の質問が
できましたが、息子にも同じ環境を作ってあげたい
と思います。研究では、旧姓の荻原をペンネーム
感覚で名乗っていますが、姓の使い分けは仕事モ
ードと家庭モードの切り替えになって便利です。

アンリ・ポアンカレ研究所（パリ）にて


